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中井彩香・沼崎誠 (2023). 自分に対するネガティブ感情はやる気に繋がるか―妬みのサブタイプ理論に基づく

感情と動機の媒介効果の検証― 日本グループ・ダイナミックス学会第 69回大会, S1-4.

沼崎誠・李禕飛 (2023). 格差拡大が保守主義への支持に及ぼす効果 －一般サンプルを用いた実験的検討－ 日

本心理学会第 87回大会, 1D-023-PC.

中井彩香・大江朋子・泉明宏・沼崎誠 (2023). 名前の好みと既存の測度で測定した自尊心の関連―自尊心 IAT、

ネームレター課題、Rosenberg の自尊心尺度を用いた検討― 日本パーソナリティ心理学会第 32 回大会,

P4-23.

沼崎誠・李禕飛・朴建映・松崎圭佑 (2023). システム脅威が地位に基づく相補的ステレオタイプの表明に及ぼ

す効果 －性・社会階層の調整効果：一般サンプルでの検討－ 日本社会心理学会第 64回大会論文集, 120.

中井彩香・沼崎誠 (2023). ゲームの有利さの違いが妬みと協力行動に及ぼす影響―対 PC の囚人のジレンマゲ

ームを用いた検討― 日本社会心理学会第 64回大会論文集, 174.

李禕飛・沼崎誠 (2023). 日本にとって脅威と知覚される国・地域に関するテキスト分析 ―脅威のタイプと性別

に関する探索的検討― 日本社会心理学会第 64回大会論文集, 237.

朴建映・沼崎誠 (2023). 外見に注目することが潜在的自己ステレオタイプ化に及ぼす効果 日本社会心理学会第

64回大会論文集, 254.

Li, Y., Park, K., & Numazaki, M. (2023). Reconsidering dual model of dehumanization scale and inferiority

feelings in Japan. Presented poster at The 24th annual Society of Personality and Social Psychology annual

conference, Atlanta, GA, USA.

Park, K., Li, Y., & Numazaki, M. (2023). Effect of inferiority feelings on dehumanization toward superior

targets. Presented poster at The 24th annual Society of Personality and Social Psychology annual

conference, Atlanta, GA, USA.

朴建映・山際勇一郎・沼崎誠 (2022). 日韓の女子大学生における自己モノ化と整形願望の関連性 －自己モノ

化を予測する心理的要因の検討－ 日本心理学会第 86回大会発表論文集

中井彩香・沼崎誠 (2022). 首都大学東京から東京都立大学への名称変更に関する調査 日本パーソナリティ心

理学会第 31回大会発表論文集, 2-05.

朴建映・李禕飛・沼崎誠 (2022). 劣等感が優れたターゲットに対する非人間化に及ぼす影響 －優れた領域とジ

ェンダーの調整効果に関する検討－ 日本社会心理学会第 63回大会発表論文集, 105.

沼崎誠・中井彩香・李禕飛・朴建映・松崎圭佑 (2022). 新型コロナウイルスパンデミック状況下における感染

脆弱意識 2 － 2020/2021 年度とそれ以前との比較および生活史方略との関係の変化－ 日本社会心理学会第

63回大会発表論文集, 237.

中井彩香・沼崎誠 (2022). 不況プライムは金銭的成功者への悪性妬みに影響を与えるか？ 第 40回日本生理心

理学会大会 日本感情心理学会第 30回大会 合同大会 2022, S2-19.

Li, Y., & Numazaki, M. (2022). The effect of disparity salience on the endorsement of conservatism ideology

in Japan. Presented poster at The 23rd annual Society of Personality and Social Psychology annual

conference, San Francisco, LA, USA (Virtual Convention).



中井彩香・沼崎誠 (2021). コロナ禍での他者の旅行が妬みや旅行動機に与える影響 日本感情心理学会第 29回

大会 S1-03.

中井彩香・泉明宏・沼崎誠 (2021). 名前の好みは自尊心の指標となりうるか？ 日本パーソナリティ心理学会第

30回大会発表論文集, 61.

武田美亜・曹云凱・沼崎誠 (2021). オンライン会議ツール利用時の透明性錯覚 日本心理学会第 85回大会発表

論文集, PC-097.

井上裕珠・沼崎誠 (2021). 感染症脅威が女性の平等主義的性役割観に及ぼす影響 日本心理学会第 85回大会発

表論文集, PC-128.

井上裕珠・沼崎誠 (2021). 感染症脅威が第一子出産希望時期に及ぼす影響 日本社会心理学会第 62回大会発表

論文集, 7.

沼崎誠・中井彩香・李禕飛・朴建映・松崎圭佑 (2021). 新型コロナウイルスパンデミック状況下における感染

脆弱意識－ 2020 年度以前の比較と生活史方略との関係の変化－ 日本社会心理学会第 62 回大会発表論文集,

16.

中井彩香・沼崎誠 (2021). 保有資源の格差と原因が協力行動に与える影響 ―公共財ゲームを用いた検討― 日

本社会心理学会第 62回大会発表論文集, 66.

李禕飛・沼崎誠 (2021). 「攻撃」に関するプライミングが自動的な社会的行動に与える影響 日本社会心理学会

第 62回大会発表論文集, 105.

朴建映・沼崎誠 (2021). 自己モノ化が自己モノ化が潜在的自己ステレオタイプ化に及ぼす影響― IATを用いた

ジェンダーステレオタイプ化の検討― 日本社会心理学会第 62回大会発表論文集, 198.

Nakai, A. & Numazaki, M. (2021). Do people share their future profit with their friend when the friend

display envy? Poster presented at The 32nd International Congress of Psychology (Virtual Convention).

Park, K., & Numazaki, M. ( 2021) . Swimsuits make you internalize the gender stereotype:

Self-objectification and gender self-stereotyping for women. Presented poster at The 22nd annual Society of

Personality and Social Psychology annual conference (Vertual Convention).

Li, Y., & Numazaki, M. (2020). Ecological factors as moderators of the relationship between aggression

priming and aggressive and defensive behavior. Presented poster at The 21st annual Society of Personality

and Social Psychology conference, New Orleans, LA, USA.

Park, K., & Numazaki, M. (2020). Can self-objectification affect sexism? Effect of self-objectification on

benevolent sexism and gender-related self-stereotyping in Japan. Presented poster at The 21st annual

Society of Personality and Social Psychology conference, New Orleans, LA, USA.

沼崎誠・天野陽一・松崎圭佑・中井彩香 (2019). 長期配偶相手と短期配偶相手および同性友人に望む条件 日

本心理学会第 83回大会発表論文集, 483.

中井彩香・沼崎誠 (2019). 悪性・良性妬み行動の測定 －格差の原因と自尊心の影響－ 日本社会心理学会第

60回大会発表論文集, P0909.

松崎圭佑・沼崎誠 (2019). 熟考－実行マインドセットが確証的な情報探索に及ぼす影響(2) 日本社会心理学会

第 60回大会発表論文集, P1218.

Li, Y., & Numazaki, M. (2019). Does Resource-Holding Potential Shape the Relationship between

Semantics and Social Behavior? a Trail of Laboratory Measure. Presented poster at International

Convention of Psychological Science, Paris, France.

沼崎誠・天野陽一・松崎圭佑・中井彩香 (2018). 配偶者獲得動機の顕現化は社会的行動や判断に影響を及ぼさ

ないのか？ ―配偶形態・個人差の調整効果を含めた検討― 日本社会心理学会第 59回大会発表論文集, 240.

武田美亜・沼崎誠 (2018). 隠蔽する心的状態の感情価が透明性錯覚に及ぼす影響 －情動を喚起する写真刺激



を用いた検討－ 日本社会心理学会第 59回大会発表論文集, 19.

松崎圭佑・沼崎誠 (2018). 熟慮－実行マインドセットが確証的な情報探索に及ぼす影響 日本社会心理学会第

59回大会発表論文集, 112.

中井彩香・沼崎誠 (2018). 自尊心 IATにおける刺激語が IAT効果に与える影響－ジェンダー・ステレオタイプ

関連語を用いた検討－ 日本社会心理学会第 59回大会発表論文集, 220.

中井彩香・泉明宏・沼崎誠 (2018). 妬みやすさと顕在・潜在自尊心との関係 日本パーソナリティ心理学会第

27回大会発表論文集, 53.

Nakai, A., & Numazaki, M. (2018). The Ratio of success in peers influences the intensity of envy. Presented

poster at The 19th annual Society of Personality and Social Psychology conference, Atlanta, GA, USA.

沼崎誠・井上裕珠 (2017). 経済悪化情報が高カロリー食品への潜在的/顕在的な選好/回避に及ぼす効果(1) －潜

在的選好と顕在的選好の測度と BMIとの関係－ 日本社会心理学会第 58回大会発表論文集, 261.

井上裕珠・沼崎誠 (2017). 経済悪化情報が高カロリー食品への潜在的/顕在的な選好/回避に及ぼす効果(2) －恋

人の有無と BMIの調整効果－ 日本社会心理学会第 58回大会発表論文集, 262.

松崎圭佑・落合春一・沼崎誠 (2017). 上向きまたは下向き姿勢が潜在自尊心に及ぼす影響 日本社会心理学会

第 58回大会発表論文集, 235.

中井彩香・沼崎誠 (2017). 成功を得た手段の望ましさが妬みに与える影響 日本社会心理学会第 58回大会発表

論文集, 244.

Nakai, A., & Numazaki, M. (2017). Economic recessions moderate the relationship between the cause of the

achievement and malicious envy. Presented poster at The 29th Annual Convention of Association for

Psychological Science, Boston, MA, USA.

Matsuzaki, K., & Numazaki, M. (2017). The effect of body postures, the presence of others watching, and

individual differences on implicit self-esteem. Presented poster at The 2ed International Convention of

Psychological Science, Vienna, Austria.

Nakai, A., & Numazaki, M. (2017). The means of a high accomplishment moderate the relationship

between the causes of the achievement and malicious envy. Presented poster at The 2ed International

Convention of Psychological Science, Vienna, Austria.

沼崎誠・森川健太・松崎圭佑 (2016). 達成目標プライムが遂行に及ぼす効果を自己注目が調整するか 日本社会

心理学会第 57回大会発表論文集, 201.

森川健太・沼崎誠 (2016). 首の動きはプライミング効果を調整するか？ 日本社会心理学会第 57回大会発表論

文集, 208.

中井彩香・沼崎誠 (2016). 2 種類の妬み感情と行動意図の関係の検討 日本社会心理学会第 57 回大会発表論文

集, 306.

松崎圭佑・沼崎誠 (2016). 熟慮-実行マインドセットが方略選択に及ぼす影響 日本社会心理学会第 57回大会発

表論文集, 318.

Numazaki, M., & Matsuzaki, K. (2016). Does benevolent sexism moderate the effect of power posing on

self-esteem for women? Presented poster at The 31st International Congress of Psychology, Yokohama, Japan.

Morikawa, K., & Numazaki, M. (2016). Does overt head movement validate priming effect on person

perception? Presented poster at The 31st International Congress of Psychology, Yokohama, Japan.

Matsuzaki, K., & Numazaki, M. (2016). Does mindset priming affect the use of strategies in a signal

detection task? Presented poster at The 31st International Congress of Psychology, Yokohama, Japan.

Oe, T., Aoki, R., & Numazaki, M. (2016). Percived causal attributions of body temperature increase as a

moderator of the effects of physical warmth on implicit associations of social warmth. Presented poster at



The 17th annual Society of Personality and Social Psychology conference, San Diego, USA.

田戸岡好香・石井国雄・沼崎誠・村田光二 (2015). 女性の自己表象がキャリア男性と専業主夫への印象に及ぼ

す影響 日本社会心理学会第 56回大会発表論文集, 310.

松崎圭佑・沼崎誠 (2015). マインドセットプライミングが方略選択に及ぼす影響 日本社会心理学会第 56回大

会発表論文集, 142

八野井彰・沼崎誠 (2015). 感染脅威と感染予防行動が国産・外国産製品の購買意欲に及ぼす影響 日本社会心理

学会第 56回大会発表論文集, 138.

沼崎誠 (2015). 異性愛の顕現性と行動の性差 ―基盤とプロセス― シンポジウム「行動におけるジェンダー差

の起源」話題提供者 日本心理学会第 72回大会発表論文集, SS(41).

Matsuzaki, K., & Numazaki, M. (2015). Do deliberative and implemental mindsets influence perception of

importance? Presented poster at The 16th annual Society of Personality and Social Psychology conference,

Long Beach, USA

沼崎誠 (2014). 身体動作や姿勢や身体感覚が外界や自己の判断に及ぼす効果－調整要因の検討－ シンポジウ

ム「Embodied mind：身体状態のモニタリングから生まれる世界像」 話題提供者 日本心理学会第 71回大会

発表論文集, SS(2).

沼崎誠・埴田健司 (2014). 恋人概念の閾下プライムが男性のジェンダー関連自己ステレオタイプ化に及ぼす効

果 日本心理学会第 78回大会発表論文集, 169.

沼崎誠・松崎圭佑 (2014). 恋人概念の閾下プライムが決断力や好みに及ぼす効果 日本グループ・ダイナミッ

クス学会第 61回大会発表論文集, 48-49.

沼崎誠・松崎圭佑・埴田健司・平間一樹 (2014). 恋人概念の閾下プライムが自己ステレオタイプ化と身体的力

強さ行動に及ぼす効果 日本社会心理学会第 55回大会発表論文集, 3.

落合春一・沼崎誠 (2014). 姿勢の上下と目の有無が自尊感情に及ぼす影響について 日本社会心理学会第 55回

大会発表論文集, 136.

石井国雄・沼崎誠・田戸岡好香 (2014). ピンクの衣服がジェンダー関連の自己認知と態度に及ぼす影響(1) 日

本社会心理学会第 55回大会発表論文集, 149.

田戸岡好香・石井国雄・沼崎誠 (2014). ピンクの衣服がジェンダー関連の自己認知と態度に及ぼす影響(2) 日

本社会心理学会第 55回大会発表論文集, 150.

井上裕珠・沼崎誠・竹部成崇・村田光二 (2014). 不況概念の活性化が摂食意図と行動に及ぼす影響の検討 日

本社会心理学会第 55回大会発表論文集, 153.

松崎圭佑・沼崎誠 (2014). マインドセットプライミングが重要性認知に及ぼす影響 日本社会心理学会第 55回

大会発表論文集, 155.

中島一稀・落合春一・沼崎誠 (2014). 姿勢の上下と目の有無が説得力判断での自信に及ぼす影響 日本社会心理

学会第 55回大会発表論文集, 265.

渋谷恵・沼崎誠 (2014). 履歴書におけるフォントの違いが印象形成に与える影響 日本社会心理学会第 55回大

会発表論文集, 287.

Matsuzaki, K., & Numazaki, M. (2014). Does answering a series of questionnaires about humanrights and

discrimination induce deliberative mindset? Presented poster at The 15th annual Society of Personality and

Social Psychology conference, Austin, USA

沼崎誠・石井国雄・松崎圭佑・埴田健司・田戸岡好香 (2013). 硬さ/柔らかさの触覚が対人認知に及ぼす効果

日本社会心理学会第 54回大会発表論文集, 85.

平間一樹・沼崎誠 (2013). 格上/格下相手の競争状況は制御焦点に影響を及ぼすか？ 日本社会心理学会第 54

回大会発表論文集, 454.



沼崎誠・石井国雄 (2013). 官僚ステレオタイプのシステム維持機能に関する研究－官僚批判がシステム正当性

認知や正当的世界観に及ぼす影響 日本グループ・ダイナミックス学会第 58回大会発表論文集, 48-49.

Matsuzaki, K., Numazaki, M., Hirama, K. Ichinose, N, & Ochiai, H. (2013). Can body posture influence

gloval versus local processing styles? Presented poster at The 14th annual Society of Personality and Social

Psychology conference, New Orleans, USA.

沼崎誠・石井国雄・髙林久美子・埴田健司 (2012). 死すべき運命の顕現化が偏差値に基づいたステレオタイプ

適用に及ぼす効果 日本社会心理学会第 53回大会発表論文集, 90.

天野陽一・沼崎誠・髙林久美子・石井国雄 (2012). 異性愛の顕現化が親密な異性へのステレオタイプ適用に及

ぼす影響 日本社会心理学会第 53回大会発表論文集, 307.

石井国雄・沼崎誠 (2012). ムードが内的偏見抑制動機による潜在的偏見の低減に及ぼす効果 日本社会心理学会

第 53回大会発表論文集, 309.

松崎圭佑・沼崎誠 (2012). マインドセット・プライミングが説得効果に及ぼす影響 日本社会心理学会第 53回

大会発表論文集, 241.

沼崎誠・石井国雄・髙林久美子・埴田健司 (2012). 死すべき運命の顕現化が偏差値に基づいたステレオタイプ

適用に及ぼす効果 －死すべき運命の顕現化による脅威とシステムに対する脅威はステレオタイプ適用に異な

った効果を持つか？－ 日本心理学会第 76回大会発表論文集．

Ishii, K., & Numazaki, M. (2012). Are the Japanese metaphors "one's head is hard" and "one's head is soft"

emodied? Presented poster at The 13th annual Society of Personality and Social Psychology conference, San

Diego, USA.

沼崎誠・天野陽一・廣瀬綾乃・石井国雄・髙林久美子・埴田健司 (2011). 死すべき運命の顕現化と博愛プライ

ムが外国人偏見に及ぼす効果 日本グループ・ダイナミックス学会第 58回大会発表論文集

沼崎誠・石井国雄・髙林久美子・埴田健司 (2011). システム脅威が偏差値に基づいた大学ステレオタイプに及

ぼす効果 日本心理学会第 75回大会発表論文集

沼崎誠・石井国雄・髙林久美子・埴田健司 (2011). システム脅威が偏差値に基づいた大学ステレオタイプに及

ぼす効果 －高偏差値大学の学生を参加者にした検討－ 日本社会心理学会第 52回大会発表論文集, 15.

松﨑圭佑・沼崎誠 (2011). 人権プライミングがヒューリスティクスを用いた判断に及ぼす影響 －マインドセッ

トプライミングからの検討－ 日本社会心理学会第 52回大会発表論文集, 7.

石井国雄・沼崎誠 (2011). 言語的身体表象の具現化が自己認知および課題遂行に及ぼす効果 日本社会心理学

会第 52回大会発表論文集, 8.

佐々木香織・沼崎誠 (2011). 心的距離が怒りと恐怖の生起予測に与える影響 日本社会心理学会第 52回大会発

表論文集, 65.

天野陽一・沼崎誠・髙林久美子・石井国雄・佐々木香織・松﨑圭佑 (2011). 異性愛の顕現化が女性への相補的

な対人認知に及ぼす影響 日本社会心理学会第 52回大会発表論文集, 358.

麻生奈央子・沼崎誠・坂元章 (2011). IATと質問紙によるロマンティック幻想の測定 － 3つの指標間の相関－

日本社会心理学会第 52回大会発表論文集, 373.

Numazaki, M., Nakashima, R., Takabayashi, K., Ishii, K., & Amano, Y. (2011). System-justifying functions

of the complementary stereotype of elite bureaucrats in Japan. Presented poster at The 12th annual Society

of Personality and Social Psychology conference, San Antonio, USA.
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